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Ｄまえがき

本書は「日本語構造伝達文法」の研究書シリーズの第５冊目となる。(入門書シリーズ

は 『日本語のしくみ』 として，すでに(1)～(3)の 3 冊出版されている。)

① 『日本語構造伝達文法』 (2000 年版, 2005 年版, 2012 年版)

② 『日本語構造伝達文法 発展Ａ』 (2003)

③ 『日本語態構造の研究 －日本語構造伝達文法 発展Ｂ－』 (2009)

④ 『主語と時相と活用と －日本語構造伝達文法・発展Ｃ－』 (2014)

本書 ⑤ 『日本語・中国語・印欧語 －日本語構造伝達文法・発展Ｄ－』 (2018)

本書では５人の研究者が次のような研究論文を発表している。

［ＤⅠ論文］ 格表示は名詞と動詞の間でなされる

－言語は元来ＳＯＶ型(日本語型)か－ 今泉喜一

「格」とは名詞と動詞との論理関係であるから，｢格表示｣は名詞と動詞の間でなされ

る。つまり，語順がＳＯＶのものは，ＳＯ●Ｖのように名詞後部の後置詞(格助詞)で格を

表し，ＳＶＯのものは，ＳＶ●Ｏのように名詞前部の前置詞で格を表すのが原則である。

印欧語はこの原則に従っていないようなので，考察を行った。……印欧語は元来日

本語と同じＳＯＶであり，名詞後部で格表示をしていた。しかし，その名詞後部が格だ

けでなく性や数の要素も含むようになり，複雑化し，屈折語となった。この複雑性を

解消するために語順を逆にして現在のＶ●Ｏとした。ここに生じる前置詞により｢格の

み｣の表示が可能となり単純化でき，名詞後部は格表示に使用する必要がなくなった。

印欧語のうち，ラテン系言語や英語などは一応この目的を達したが，ロシア語などは

途上にあり，いまだに前置詞格表示と，名詞後部格表示の両者を保っている。

日本語は歴史的に一貫してＳＯＶ型の言語である。世界総言語のほぼ半数(49 ％強）

がＳＯＶ型である。 35 ％のＳＶＯ型も，もとはＳＯＶ型であったと考えられる。この視点

からも，ＳＯＶ型の日本語の研究の重要性を捉える必要がある。

［ＤⅡ論文］ 事象「歩く」と「走る」の異同 関口美緒

「１歩歩いてみてください」とは言えても，「１歩走ってみてください」とは言いにく

い。「歩く」と「走る」は類似の動作ではあるが，なぜこのような違いがあるのか。日本

語構造伝達文法の事象の捉え方で分析した結果，「歩く」も「走る」も構成要素の１組は

２歩であるが，｢歩く」では，構成要素の１組(２歩)の全体を捉えなくとも，半分(１歩)を

｢取り出して」表現できるのに対して，｢走る｣ではそれができず，少なくとも１組以上

は必要である，ということが判明した。また，両者の事象構成は，抽象化すれば同じ

であるが，具体的に表現すれば，「滞空期」要素の有無が明確になることが示せた。さ

らに，事象５に｢休止」の要素のある場合のあることも明示できた。

日本語構造伝達文法・発展Ｄ
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［ＤⅢ論文］ 「無洗米」の構造と時相 木村泰介

「無洗米」という語は，「洗ってない米」の意味であるはずなのに，「洗う必要のない

米」という意味になっている。ここに違和感がある。この違和感がなぜ生じるのかを，

日本語構造伝達文法の「構造」と「時相」の考え方で考察してみた。すると，構造的には

問題がないが，時相の面で問題があることが判明した。

「無洗米」の「洗」をウゴキ名詞，「米」をモノ・コト名詞として，名詞両者の一般的

な使用法を調べてみた。すると，やはり「無洗米」は特殊であることが判明した。そし

て，違和感を生じさせないためには「無洗炊き(米)」とするのがよいと分かった。

［ＤⅣ論文］ 中国語の語法アスペクトの種類と構造 孫偉

アスペクトとは，動作の開始，進行中など，事象のどの局面を捉えるかの概念であ

る。中国語でのアスペクトに関連する研究は，1924 年に始まって，特に 80 年代以降

に盛んに行われるようになった。しかし，概念や研究法などはさまざまであった。

本稿では，まず，中国語でのこれまでの研究を，問題点と評価点を明らかにしつつ

整理した。次に，中国語での語法アスペクトをどのように捉えればよいのかを，日本

語構造伝達文法の提示する時相の考え方，図示法に基づき説明した。この新たな方法

により中国語のアスペクトを深層から捉えることができるようになる。

［ＤⅤ論文］ 中国語の句の意味構造 蒋家義

中国語にも文の構造の分析法・図示法はあったが，文の成分を示すことが中心であ

った。日本語構造伝達文法の考え方と図示法では，文の成分のみならず，深層格・表

層格，「主題－解説」構造をも分析して図示することができる(第１章)。

本稿では，まず主述句について考察し(第２章)，次に述目句(第３章)，結果述補句(第

４章)について考察している。この考察に当たっては，日本語と文法体系が異なる中国

語の，特に格の扱いに工夫をしている。日本語では格を「が，を，に」などの格詞で表

すが，中国語では「格フレーム」という扱いの中で格表示を「施事，受事」などという

表現で行うのが適切であると考え，新しい図示においてもこれを活用している。

本稿は，日本語構造伝達文法の考え方と図示法を適用して，中国語の文の構造の理

解を深めたものである。

なお，本稿はすでに１冊の著書（『中国語の句の意味構造――日本語構造伝達文法

の適用』，揺籃社，2015）としたものであるが，本書に収録するにあたり，必要な改

編を行った。索引は割愛した。

以上，本書は「日本語構造伝達文法」の現段階での発展状況を示したものである。

2018 年 7 月 今泉喜一

日本語構造伝達文法・発展Ｄ
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